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研研究究内内容容：：    

  

 
 
 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

【【ガガララススのの失失透透（（結結晶晶化化））メメカカニニズズムムとと塩塩害害劣劣化化抑抑制制のの研研究究】】  
  ガガララススとと不不純純物物のの接接触触，，特特ににアアルルカカリリ金金属属ななどどをを含含んんだだ塩塩ととのの接接触触にによよっってて，，温温度度上上昇昇時時にに失失透透とといいううガガララスス

のの劣劣化化現現象象がが発発生生ししまますす．．ここれれはは，，ガガララスス内内にに結結晶晶核核がが生生成成しし，，非非晶晶質質ののガガララススがが結結晶晶にに変変化化すするるここととにによよっっ

てて生生じじるる現現象象でですす．．結結晶晶化化にによよるる失失透透はは，，純純粋粋なな SSiiOO22ののみみでで出出来来たたシシリリカカガガララスス（（石石英英ガガララスス））のの場場合合はは，，

11220000℃℃以以上上のの高高温温でで生生じじまますすがが，，不不純純物物がが存存在在すするるここととにによよっってて，，量量ににもも左左右右さされれまますすがが，，発発生生温温度度はは 550000℃℃

以以上上低低下下ししまますす．．  

窓窓ガガララススななどどのの素素材材ににはは，，ガガララススのの加加工工性性をを上上げげるるたためめにに NNaa やや CCaa がが含含ままれれてておおりり，，既既にに不不純純物物がが含含ままれれたた

状状態態ででああるるたためめ，，容容易易にに結結晶晶化化にによよるる失失透透がが起起ここりりまますす．．陶陶芸芸ににおおけけるる釉釉薬薬やや粘粘土土ににももガガララススがが含含ままれれるるもものの

がが多多くく，，焼焼成成のの段段階階でで失失透透にに起起因因ししたた割割れれ等等がが生生じじるる場場合合ががあありりまますす．．  

  ガガララススのの中中ででもも，，シシリリカカガガララスス（（石石英英ガガララスス））はは，，極極めめてて高高純純度度なな SSiiOO22にによよっってて形形成成さされれるるガガララスス材材料料でですす．．シシ

リリカカガガララススはは，，電電気気絶絶縁縁性性，，耐耐薬薬品品性性，，耐耐熱熱性性，，優優れれたた光光透透過過性性等等，，産産業業用用材材料料のの優優等等生生ととししてて広広いい応応用用範範囲囲

をを持持っってていいまますす．．ししかかしし，，不不純純物物がが存存在在すするる環環境境でではは，，失失透透にによよるるガガララススのの性性能能のの劣劣化化がが発発生生しし，，結結果果的的にに製製

品品寿寿命命をを左左右右すするる問問題題ととななりりまますす．．  

  

筆筆者者ららはは，，シシリリカカガガララススとと塩塩（（NNaaCCll））がが不不純純物物ととししてて接接触触ししたた場場合合にに生生じじるる，，

塩塩害害にによよるるガガララススのの失失透透劣劣化化メメカカニニズズムムににつついいてて研研究究をを行行っってていいまますす．．  

結結晶晶化化のの前前段段階階でではは，，室室温温付付近近のの温温度度ににおおいいててももガガララスス表表面面がが NNaa イイオオンン

やや表表面面のの OOHH 基基とと反反応応すするるここととにによよっってて，，部部分分的的ににガガララスス中中のの SSii--OO のの網網目目ネネ

ッットトワワーーククがが切切れれたた状状態態がが発発生生ししまますす．．ガガララスス成成分分がが含含ままれれるるココンンククリリーートトやや

耐耐熱熱材材ななどどのの塩塩にによよるる経経年年劣劣化化もも，，ガガララススとと不不純純物物のの接接触触点点ででのの反反応応をを起起点点

ととししてて生生じじてていいるるとと考考ええらられれまますす．．  

ガガララススとと反反応応ささせせるる不不純純物物のの種種類類やや水水蒸蒸気気等等のの影影響響をを明明ららかかににすするるここととにに

よよりり，，ガガララススおおよよびびガガララスス成成分分をを含含むむ材材料料のの塩塩害害劣劣化化のの抑抑制制ににつついいててのの研研究究

もも行行っってていいまますす．．失失透透抑抑制制技技術術ととししてて，，シシリリカカガガララススにに塩塩素素ななどどののハハロロゲゲンン添添

加加をを行行ううここととでで，，失失透透のの内内部部へへのの進進行行をを抑抑制制ででききるるここととをを見見出出ししてていいまますす．．  

  

ガガララスス成成分分にに起起因因すするる劣劣化化ににつついいててのの相相談談だだけけででななくく，，走走査査型型電電子子顕顕微微鏡鏡（（SSEEMM）），，エエネネルルギギーー分分散散型型 XX 線線

分分光光分分析析（（EEDDSS）），，XX 線線回回折折装装置置（（XXRRDD）），，自自記記分分光光光光度度計計ななどどをを用用いいたた素素材材のの表表面面観観察察やや結結晶晶相相分分析析おおよよびび元元

素素分分析析やや分分光光透透過過率率測測定定にによよるるササンンププルル評評価価ななどどのの対対応応がが可可能能でですす．．  

提提供供可可能能なな設設備備・・

機機器器：：  
  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

走走査査型型電電子子顕顕微微鏡鏡（（SSEEMM））    

エエネネルルギギーー分分散散型型 XX 線線分分光光分分析析（（EEDDSS））    

自自記記分分光光光光度度計計  UUVV--33660000  PPlluuss    

XX 線線回回折折装装置置（（XXRRDD））  RRIIGGAAKKUU  UUllttiimmaa  IIVV    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

  
図図 11  NNaaCCll にによよっってて同同心心円円状状にに

失失透透ししたたシシリリカカガガララススのの表表面面  

研研究究タタイイトトルル：：  

ガラスの失透と塩害劣化抑制の研究 

 

氏氏名名：：      堀堀井井  直直宏宏／／HHOORRIIII  NNaaoohhiirroo  EE--mmaaiill：：  nnaaoopp@@ffuukkuuii..kkoosseenn--aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術専専門門員員  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会，，日日本本セセララミミッッククスス協協会会，，応応用用物物理理教教育育分分科科会会  

キキーーワワーードド：：  シシリリカカガガララスス，，石石英英，，失失透透，，結結晶晶化化，，ガガララスス，，失失透透抑抑制制  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・汚汚染染にによよるるガガララススのの劣劣化化機機構構ににつついいててのの技技術術相相談談  

・・ササンンププルルのの表表面面観観察察やや表表面面分分析析等等にによよるる技技術術的的問問題題のの特特定定  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

超超伝伝導導核核磁磁気気共共鳴鳴装装置置  （（440000MMHHzz  NNMMRR））  BBrruukkeerr  AAVVAANNCCEEIIIIII  紫紫外外可可視視吸吸収収ススペペククトトルル装装置置  （（UUVV））  HHiittaacchhii  UU--00008800DD  

顕顕微微赤赤外外吸吸収収ススペペククトトルル装装置置  （（IIRR））  PPeerrkkiinn  EEllmmeerr  SSppoottlliigghhtt220000      円円偏偏光光二二色色性性ススペペククトトルル装装置置  （（CCDD））  JJaassccoo  JJ--550000AA  

大大気気圧圧イイオオンン化化質質量量分分析析装装置置  （（EESSII,,  AAPPCCII,,  AAPPPPII））  SScciieexx  AAPPII22000000  蛍蛍光光ススペペククトトルル装装置置  （（FFLL）） HHiittaacchhii  FF--44550000  

レレーーザザーー脱脱離離イイオオンン化化質質量量分分析析  （（MMAALLDDII））  BBrruukkeerr  MMiiccrroofflleexxLLRRFF      レレーーザザーーララママンン測測定定装装置置  BB&&WWTTEEKK  BBTTCC111122EE  553322  nnmm,,  666600  nnmm  

ガガススククロロママトトググララフフ質質量量分分析析装装置置  （（GGCC--MMSS））  SShhiimmaaddzzuu  QQPP55000000  液液体体窒窒素素製製造造装装置置  IIwwaattaannii  NNLL--5500    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  物物質質工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

【【外外部部配配位位ササイイトトをを有有すするるフフタタロロシシアアニニンンのの合合成成とと機機能能制制御御】】  

フフタタロロシシアアニニンンのの基基本本骨骨格格はは、、ポポルルフフィィリリンン環環ののメメソソ位位がが窒窒素素でで置置換換さされれ，，ピピロローールル環環のの外外側側ににベベンンゼゼンン環環がが融融合合

ししたた構構造造をを有有ししてていいるる．．通通常常，，フフタタロロシシアアニニンンはは中中心心ににののみみ金金属属配配位位能能をを持持つつがが，，我我々々ははフフタタロロシシアアニニンンのの外外部部ににヘヘ

テテロロ環環ととメメソソ位位のの 33 カカ所所にに窒窒素素原原子子かからら成成るる外外部部配配位位ササイイトトをを導導入入しし，，外外部部配配位位ササイイトトへへのの金金属属配配位位とと配配位位にに伴伴うう機機

能能発発現現ににつついいてて研研究究をを行行っってていいるる．．  

hhttttpp::////wwwwww..ccee..ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp//ssttaaffff//eeiikkii//ccoommppaannyy..hhttmmll  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

外外部部配配位位ササイイトトをを有有すするるフフタタロロシシアアニニンンのの合合成成とと機機能能制制御御 

 

氏氏名名：：      松松井井  栄栄樹樹／／MMAATTSSUUII  EEiikkii    EE--mmaaiill：：  eeiikkii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（薬薬学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本化化学学会会，，日日本本薬薬学学会会，，高高分分子子学学会会  

キキーーワワーードド：：  機機能能性性色色素素，，天天然然高高分分子子材材料料，，金金属属錯錯体体，，生生体体分分子子，，有有機機合合成成・・同同定定  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・レレンンズズのの  UUVV，，IIRR，，FFLL，，CCDD 等等をを用用いいたた光光学学特特性性評評価価  

・・天天然然資資源源材材料料のの有有効効活活用用，，溶溶解解，，樹樹脂脂化化，，及及びび質質量量分分析析  

・・各各種種有有機機化化合合物物のの合合成成，，構構造造決決定定，，及及びび色色素素分分子子のの特特性性，，機機能能性性評評価価  
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